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水
道
マ
ン
震
災

な
諮
る
3
伝
え
た
い
こ
と
i
』
が
刊
即
日
、
大
阪
市
中
央
区
の
ブ
リ
ム
ロ
i
ズ
大
阪
で
関
緩

さ
れ
た
。
主
僚
は
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防
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白
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ア
カ
デ
ミ
ィ
・
災
答
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研
究
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ス
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日
一
ト
イ
ン
フ
ラ
研
究
会
、
後
援
は
水
道
設
業
新
糊
聞
社
。
両
セ
ミ
ナ
ー
に
は
水
道
関
係
者
や

時
一
市
民
ら
約
1
0
0人
が
参
加
す
る
な
か
、
兵
庫
察
南
部
、
新
潟
中
越
、
申
来
日
本
と
大
震

(
一
災
時
に
奔
走
し
た
水
道
事
業
者
の
経
験
、
動
的
判
酬
を
巡
っ
て
講
演
、
議
見
交
換
を
行
っ
た
。
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一
霞
頭
、
防
災
白
熱
ア
カ
デ
一
続
く
講
演
は
、
最
初
に
前
一
環
要
性
と
と
も
に
「
災
響
の

別
一
ミ
ィ
理
事
長
の
高
富
蕗
・
一
夜
神
事
端
企
業
団
総
務
部
長
一
記
憶
や
経
験
は
風
化
す
る

0

1
一
神
戸
大
学
名
誉
教
授
は
「
阪
一
の
一
一
一
品
開
和
男
@
神
鋼
環
境
ソ
一
地
震
な
ど
は
一
得
現
性
が
あ

利
一
神
@
淡
路
大
震
災
か
ら
初
一
ジ
ュ
l
シ
ョ
ン
顧
問
が
兵
庫
一
り
、
常
に
考
え
て
お
く
必
要

計
一
年
。
そ
の
後
、
新
潟
県
中
越
一
県
南
部
地
震
の
概
要
を
説
一
が
あ
る
」
と
諮
っ
た
。
一
万
新

弛
一
墨
田
、
東
日
杢
人
震
災
、
大
」
一
明
。
兵
賎
県
内
問
山
市
7
町
の
一
潟
十
ml水
道
局
技
術
部
長
の
大

豆
ら
に
広
島
な
ど
で
は
土
砂
災
一
約
9
舗
が
断
水
し
た
語
の
一
沼
博
幹
@
大
沼
水
道
技
薬

局
一
容
な
ど
も
発
生
し
て
い
る
。
一
状
祝
、
企
業
団
・
部
山
浄
水
一
究
所
長
は
2
0
0
4年
に
発

刊
一
阪
神
@
淡
路
大
震
災
か
ら
一
場
に
お
け
る
法
問
機
溶
な
ど
一
生
し
た
新
潟
県
中
越
地
震
の

O
一
は
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
い
う
一
を
紹
介
し
た
。
さ
ら
に
初
期
一
経
験
と
し
て
、
実
現
一
可
能
な

2
一
一
奇
策
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
一
対
応
や
計
箇
的
な
鮒
援
化
の
一
地
祭
対
策
の
視
点
に
言
及
。
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か
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っ
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仙

台

市

水

道

災
の
教
訓
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
コ
一
筋
給
水
部
計
画
細
部
主
幹
は
、

と

あ

い

さ

つ
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一

東

日

本

大

震

災

で

仙

台

市

は

一
4
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7カ
一
所
の
配
水
管
に
被

宇
一
審
が
発
佳
、
供
給
支
障
人
口

語
一
は
印
万
人
、
復
沼
期
間
は
閉
め

静
一
日
、
白
出
家
発
燃
料
の
不
足
で

E
一
ポ
ン
プ
機
能
が
停
止
し
た
状

一
況
な
ど
そ
説
明
。
震
災
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の
援
要
な
視
点
と
し
て
マ
自

立
的
権
限
を
与
え
ら
れ
た
現

場
組
織
マ
現
場
一
組
織
を
サ
ポ

ー
ト
す
る
上
部
組
織
マ
調
襲

業
務
に
マ
ン
パ
ワ
ー
を
醐
聞
か

な
い
環
境
づ
く
り
ヤ
判
断
に

迷
っ
て
も
行
動
で
き
る
体
制

ー
な
ど
を
挙
げ
た
。
現
在
、

耐
震
ル
ー
ト
の
確
保
を
は
じ

め
、
広
域
単
独
水
系
の
解

潟
、
危
機
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
見

直
し
、
市
民
協
働
体
制
の
充

実
な
ど
を
推
進
し
て
い
る
状

芝
公
場
か
ら
の
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下
水
汚
泥
燦

却
炉
の
使
財
閥

神
戸
市
、
大
阪
市

1

新
潟
市

の
3
水
道
事
業
体

待
戸
市
水
道
局
と
大
阪
市

水
道
局
、
新
潟
市
水
道
局
は

こ
の
ほ
ど
、
合
同
紡
災
訓
練

を
2
日
間
、
神
戸
市
内
で
災

施
し
た
。
「
潟
大
都
市
水
道

筋
災
審
相
互
応
援
に
鑓
す
る

覚
措
置
及
び
問
実
施
細
目
」
(
平

一
民
参
加
に
よ
る
応

一
線
が
行
わ
れ
た
0

1
i
!

一
応
急
給
水
訓
綴

市

村

一

見

返

孝

@

神

戸

市

明
話
臼
午
前
中
に
大
板
市
先
一
管
畑
地
主
唱
が
「
広
域

選
議
変
隊
、
新
潟
市
応
援
隊
一
公
助
と
同
時
に
、

が
神
戸
市
浄
水
管
姥
セ
ン
タ
一
助
も
議
要
。
防
災

ー
に
集
結
J

市
内
の
公
開
闘
に
一
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
の

移
動
し
、
依
談
水
槽
の
談
窓
一
待
し
た
い
」
と
あ

γ
地
や
駁
震
性
貯
水
槽
の
開
設
と

き
、
応
援
初
動
体
制
の
確
立
一
域
俊
民
も
参
加
し
た
。
と
も
に
、
小
学
伎
や
地
域
住

や
応
急
対
策
活
動
の
習
熟
を
一
訓
練
で
は
「
紀
伊
半
島
沖

一
を
震
源
と
す
る
震
度
6
弱
の

一
地
震
と
そ
れ
に
伴
う
津
波
が

一
発
去
、
水
道
管
破
損
に
伴
い

一
神
戸
市
全
域
で
減
断
水
が
発

一
往
し
て
い
る
」
と
想
定
。
初

一
日
は
神
戸
市
が
大
阪
市
と
新

一
潟
市
に
応
援
を
婆
請
し
、
向

給
水
管
の
潟
水
応
急
復
沼

に
驚
ぎ
の
芦
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